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本論文で考える統計量は偏差統計量、カイ 2 乗統計量、べき偏差統計量の 3種である。これらは漸近的には同等で
あることが知られており、大標本の場合にはほとんど差はないが、標本数が小さい場合には、時には大きな差となる。
これらの統計量に基づく条件付き検定、非条件付き検定による正確法の検定サイズと検出力の比較を行なった結果、
偏差統計量が標本空間が細かくサイズ?と有意水準との差が小さい、偏差統計量は非条件付きの場合は性能が低い、他
の 2 つは条件付き検定と非条件付き検定の差は小さく計算負荷の点から条件付き検定が優れている、等を示した。さ
らに、単純な比率の比較および線形ロジスティックモデルにおける 3 つの統計量による正確法の改良を目指し、同じ
検定統計量を与える標本空間の要素聞に自然な順序を与える統計量による 2 次元統計量を与えた。この方法は条件付
き検定における検定サイズの揺れを小さくし、結果として保守性を減らし検出力を高め、元の統計量を一様に改良し
ている。また、検定統計量の条件付き累積分布関数をもとにした修正統計量を提案し、もとの条件付き検定を一様に
改良することを示した。
以上のように、 2 項確率の同等性検定に近似を用いず厳密な検定を可能にし、かつ検出力を高める各種の方法を提
案している本論文は、統計学の応用面に寄与するものであり、博士(工学)論文として価値あるものと認定する。
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